
表現する力を育てる理科学習指導の研究 
第３学年 「ものの重さを調べよう」 

神埼支部 仁比山小学校 内田慎二 

 

①単元計画（本時３／６） 

 第一次 ものの重さと形 

     第１時      身の回りのいろいろな物を手に持って，重さ比べをし，重さを調べる方法を考える。 

     第２時      てんびんを作ったり，はかりを使ったりしながら，物の重さの量り方を知る。 

第３時（本時）  粘土の形を変えて，重さを調べる。 

第二次 ものの重さと種類 

    第４・５時    同じ体積，違う材料でできた，いろいろな物の重さを調べる。 

    第６時      重さ比べ大会をし，いろいろな物の重さを比べる。 

 

②本時の目標  

形を変えたときの物の重さを比較し，その結果から，自分の言葉で考えを説明することができる。（思考・表現） 

③授業の実際 

学習活動 具体的な指導 

１重さに関するクイズをし，本時の学習課題を

つかむ。 

 

 

 

 

 

    丸い形      平たい形 

 

 

 

 

○児童に目隠しをした状態で重さ比べをさせ，どちらが重いの

かをクイズ形式で考えさせる。 

○答えは電子黒板を使って発表する。 

○同じ重さの粘土を２つ用意し，１つは丸い形，もう１つはつ

ぶして変形させ，手に乗せて重さを比べさせる。 

○軽く感じたり，重く感じたりすることから，児童の概念をゆ

さぶる。 

○手だけでは正確に比べられないことに気付かせ，重さを測定

するために，てんびんを使うことを確認し，本時の課題をつ

かませる。 

 

 

 

 

 

２形を変えたときに，粘土の重さが変わるかど

うか予想し，話し合う。 

 

 

○どんな形に変えられるか考えさせ，重さがどうなるかイメー

ジを持たせ，全体で話し合う。 

○出てきた形を①丸い形 ②平たい形 ③細長い形 ④細か

くちぎった形の４つに分類し、それぞれに予想させる。 

３粘土や他の物の形を変え，てんびんを使って

重さを調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○実験の手順を電子黒板で見せ，理解させる。 

○重さを統一せず，自分の実験に必要な量の粘土を取らせる。 

○さまざまな形に変えさせ，電子てんびんで重さを調べさせ

る。 

○多少の誤差は許容範囲であることを確認する。 

○粘土での実験が終わった児童には，せんべい・アルミホイ

ル・針金など別の素材を与え，重さを調べさせる。 

○児童の実験の様子をデジタルカメラで撮っておく。 

○物の形と重さの関係について，自分の考えをワークシートに

書かせる。 

 

 

形がかわると，粘土の重さは変わるのだろうか。 

 
・丸いほうは，手のひらの真ん中に重さが集中するから重く感じる。 
・つぶれた形は軽く感じる。 
・どちらも同じくらいの重さだよ。 
・手で比べるだけじゃ，よくわからないな。 

 

粘 土 を

平 ら に

つ ぶ し

た ら 軽

く な る

のかな。 



 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

４調べたことをもとに，グループや全体で話し

合う。 

 

 

 

 

○自分の考えをもとに，グループで話し合わせる。 

○グループで話し合う中で，自分の考えを確認したり付け加え

をしたりする。 

○粘土の形や素材別に，何人かの児童に発表させる。 

○児童の考えを拡大表示し，自分の考えと比べさせながら，物

の形と重さについて考えさせる。 

○考えを発表させる際，児童の活動の様子を他の児童に映像と

して見せることで，活動内容を共有し，考え方の過程を分か

りやすくする。 

 

 

５わかったことをまとめる。 

 

 

 

○大きさや素材にかかわらず，物の形が変わっても重さは変わ

らないことを確認させる。 

 

 

 

 

 

 

④考察 

二つの場面で話し合いをさせた。まずは予想の段階で粘土の形をどう変えるのか考えさせ，全体で話し合い

ながら４つの形に分類した。そして，それぞれの形の重さがどうなるのかを考えさせた。きちんと分類したこ

とでスムーズに実験に取り組むことができた。次に，実験結果と考えをグループで交流し，その後，全体で考

えを交流した。結果や考えを友だちと比較することにより，自分が気づかなかったことに気づいたり，考えに

自信を持ったりすることができた。 

また，ペアやグループでの簡単な話し合いをすることによって，わかりやすい言葉や説明の方法を意識する

ようになってきた。全体の発表では書画カメラを使い，言葉だけではなく図や表を見せながら説明させた。自

分のワークシートをそのまま提示できるので，時間の短縮になり，友だちに見せたり発表したりすることを意

識して書くようになってきた。実験の写真を映し出すことによって，実験の様子を視覚的にイメージでき，学

級全体でイメージを共有することもできた。今後は，より子どもが主体となった表現活動が展開できるように

していきたい。 

 
ねん土・せんべい・アルミホイルな
どのものの重さは，形を変えても変
わらない。 

 

せんべいを割っても重

さは変わらないぞ！ 


